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３．平成２６年度の研究の特筆すべき成果 

 

 （１）地震の発振機構と地震先行異常発生機構の調査 

地震電磁気学分野ではほとんど使われていない、地震の発振機構（地震のタイプ）よ

り地震先行電離層や地殻変動異常の発生確率に有意な差のある事が明らかになった。

この観測事実は、地圏、大気圏、電離圏の解明のみならず、将来の地震予測精度向上

にとって有益な基礎情報となる。 

 

（２） 国内外との共同研究の推進 

   本年度は、海外では特にロシア、英国のグループとの間で、地圏、大気圏、電離圏、 

   磁気圏結合に関する研究を実施した（業績参照）。 

   本年度は本学にてステーション主催のシンポジウムは開催しなかったが、近い将来   

   再び実施予定である。 

 

(３)  国内 VLF帯送信電波観測ネットワークの充実 

 函館に高精度の観測システムを設置し、山口大学工学部（宇部）へ機材の再設置   

 も完了した。 

 



 

４．平成２６年度の研究成果の公表実績 

 

研究成果は、査読付きの国際、国内学術雑誌、国内外での学会発表等にて行われている。（下

記発表論文等参照）（本年度は主催したシンポジウムはないが、近いうちに開催予定） 

 

５．外部資金の獲得状況 

 

科学研究費 基盤研究(C)(継続)(代表)「極域における VLF 帯送信電波を用 いた下部電離

層擾乱に関する研究」（地震に関連する電離層異常も視野に入っている。） 

 

特別運営費交付金(プロジェクト分):(継続)（代表）「電磁気手法を用いた地球環境の監

視と予測」 (H24-H28)  

 

 

６．今後の研究発展 

 

 

昨年からの懸案であった、本ステーションの研究の礎となるデータの安定した取得が

行われるようになった。また、引き続き観測データと数値解析の融合による、地震先

行電磁気現象の監視や予測システムの開発という工学的な応用研究も進めていく。 

さらに、多くの観測データの統合解析を進める上でそれらのデータの可視化や、高度

信号処理法（システム同定や、ニューラルネットワークなどを用いたモデルを構築）

を用いて、地震先行異常とそれ以外の信号（宇宙由来、大気由来）との弁別手法の開

発を実施する。国内外の研究者との連携も積極的に進め、本分野における国際共同研

究のための競争的資金の申請や、特に地震や地質学の専門家との恊働による電磁気現

象と地震発生のメカニズムとの関連性に関する研究をより強化することで、地震先行

電磁気現象の発生機構の解明と、先行現象のより優れた同定方法への基礎情報を得る。 

 

今後も引き続き、国際的に卓越した研究成果を輩出することにより、本研究ステーシ

ョン、本学、さらには我が国における地震電磁気学研究の世界的なプレゼンスを高め

ていく。 
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